
平成30・31年度港区教育委員会研究奨励校 

港 区 立 港 南 小 学 校 

研究グランドデザイン 

自己肯定感の高い児童の育成 ～主体的・対話的で深い学びを通して～ 

成果と課題 
〇授業評価シートを活用することで、児童一人一人の自己肯定感の向上を見取ることができた。 
〇課題設定、他者とかかわる、自分を振り返る活動によって主体的・対話的で深い学びの実現に向け 
 た授業作りを行うことができた。 
〇自己肯定感を高めるための各教科等の特性を生かした授業作りを行うことができた。 
▲児童一人ひとりの自己肯定感の高まりの評価と指導の改善 
▲年間を通して自己肯定感を高めていく計画 
▲教科等部会で研究を進めたので、学年間での共有が難しかった。 
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成
28
・
29
年
度 

教育目標 
よく考えて学習する子 すなおで心豊かな子 進んではたらき協力する子 健康で頑張りぬく子 

児童の実態 

平
成
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・
31
年
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「港南小の子供の心を育てたい！」 
研究主題 

豊かな心を育てる 
～カリキュラム・マネジメントを通してよりよい港南小学校を目指す～ 

常時活動 特別活動 生活指導 

子供たちの変容 

教職員から見た子供の姿 
研究全体会での共有 

保護者から見た子供の姿 
学校評価 

数値から見る子供の姿 
アンケート調査、学力調査、Hy-perQU等 

研究仮説 
カリキュラム・マネジメントの視点から全ての教育活動を見直し、改善を図ることで 

学校が目指す３つの資質・能力を高めるとともに豊かな心を育てることができるだろう。 

行事 授業 

全ての教育活動 

カリキュラム・デザイン PDCAサイクル 内外リソース活用 

カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト 

具体的な児童の姿 数値による変化 



子供の姿 保護者の願い 地域の特性 

豊かな心を育てる 
～カリキュラム・マネジメントを通して～ 

教員の願い 

各学年の目指す豊かな心（※昨年度） 

わかば 
～仲良し 元気 わかばっ子～ 

肯定的に友達とかかわって、コミュニケーションを楽しみながら学べる児童 

６年 
～「最高」学年になろう！～ 

「下級生の手本でありたい」という規範意識をもち、「互いに関わり合って学習を深めていきたい」と主体的に学べる児童 

５年 根拠をもって判断 

４年 
～ハピネス～ 

友達と関わり合いながら互いの良さを見付け、進んで課題解決に取り組もうとする児童 

３年 
～みんなSmile！～ 

「もっとよくしたい」という気もちをもって、人と関わり合いながら考えを広げたり深めたりする児童 

２年 自分が楽しい→みんなが楽しいへ 

１年 
友達と一緒に学んだり遊んだりする楽しさを味わいながら、「つぎは、もっとこうしてみたい！」と、 

主体的に学べる児童 

わくわく 積極的に友達と関わり合う児童 

カリキュラム・マネジメント 

授業 

研究イメージ 

他者 

豊かな心 
自分も大切に、他者も大切に 

進んで行う 

自分で決める 

自分を認める 

あきらめない 

思いやる 

いっしょに行う 

受け入れる 



 豊かな心について 

３つの資質・能力と豊かな心の関係性 

知識及び技能 

学びに向かう力・ 
人間性等 

思考力・判断力・表
現力等 

豊かな心 

 学校として育む資質・能力 



 

 豊かな心を育む授業デザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心の育成・三つの資質能力の育成 

 

主体的・対話的で深い学びの実現 
他
者
と
か
か
わ
る 

自
分
を
振
り
返
る 

各教科各領域の目標達成 

 学 習 者 


